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研究成果の概要（和文）：血管迷走神経性失神（VVS)疑い患者の診断に、外来診察室で施行するactive 
standing試験が有用か否かを検討した。47名のVVS疑い患者の40％において陽性であった。これらの患者数では
生活指導と起立調節訓練法による治療で失神の再発は認めなくなった。active standing試験はVVSの診断として
簡便で有用な検査法である。国内における職業運転者の健康起因性事故の発生は2015年～2017年の3年間で815件
報告されている。原因疾患としては循環器疾患が最多であった。心臓突然死が全体の11%を占め、意識消失が29%
に発生していた。

研究成果の概要（英文）：To determine the usefulness of active standing examination for suspected 
vasovagal syncope patients, 47 patients were examined by active standing examination in out-patient 
clinic. 40% of the patients were positive response, and were followed with orthostatic self-training
 at home. all teh patients showed no reccurrence of syncope. To determeine the cause of professional
 drivers health-related accident between 2015-2017 in Japan, most common cause was cardiovascular 
disease. sudden cardiac death was observed in 11%, and transient loss of conscuousness was observed 
in 29%.

研究分野： 循環器疾患
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  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
血管迷走神経性失神の診断にHead-up tilt検査があるが、労力と時間を要するため、簡易型のactive standing
試験の有用性を検討した。40％のVVS疑い患者で陽性であり、スクリーニングとして有用と考えられた。国内で
最近増加している職業運転者の健康起因性事故の原因を明らかにするため、事故報告書をもとに解析を行った。
職業運転者の健康起因性事故の原因疾患では循環器疾患が最多であった。注目すべきは、心臓突然死が１１％に
認められ、意識消失発作が２９％に認められた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

一過性意識消失を主訴に医療機関を受診する患者数は年々増加しており、約 77 万人／

年とされる。失神の原因疾患には、反射性失神・起立性低血圧・心原性失神が含まれ、

治療法も生命予後も異なるため、原因疾患の確定診断が必要である。特に、心原性失神

の生命予後は悪く、早急な確定診断と治療が求められる。血管迷走神経性失神（VVS）

は、生命予後は良好であるが、発生頻度は高く、失神全体の約６割を占める（「失神の

診断・治療ガイドライン 2012 年改訂版」）。 

VVS あるいは VVS 疑い患者は head-up tilt（HUT）検査で確定診断を行うのが一般的 

である。しかし、HUT 陽性の特異度は 80%〜90%と高いものの、感度は低く 51%〜 

56%と低く、我々の報告とも一致する（Abe H, et al. PACE 2006, Prog in Cardiovasc  

Dis 2013）。一方で HUT 検査は、血管抑制（血圧低下）反応の検出には優れているが、 

心抑制（徐脈や心停止）反応の検出率が非常に低い（10%〜44%）（Brignole M, et al.  

Circulation 2012）。しかも HUT 検査では、検査時間や準備等に多くの医師の労力と 

時間が必要（1.5〜2.0 時間／患者）となるため、医師の精神的・肉体的負担も大きい。 

一方、外来診察室の壁面を利用して簡単に施行できる active standing 試験の有効性

も報告されているが、VVS に対する HUT 試験との診断率の比較を行った研究はない。 

一過性意識消失は種々の社会的問題を抱えている。国内では、自動車運転事故による

死者は減少傾向にあるものの職業運転者の健康起因性事故は増加傾向にある（国交省調

べ）。従って、本研究では職業運転者の健康起因性事故の原因を調査することで、一過

性意識消失が職業運転者の健康起因性事故に関与する割合についても調査する。 

 

２．研究の目的 

血管迷走神経性失神（VVS）の診断に用いられる head-up tilt (HUT)検査は、血管抑

制型（血圧低下）VVS の診断には有用であるが、心抑制型 VVS の診断率は極めて低く、

検査に多大な労力と時間を費やす。本研究の目的は、１）HUT 検査に代わって、外来

診察室でも簡便に行える active standing 試験（外来診察室の壁面を利用する）が、

active standing 試験が HUT に代わる診断法となりうるか否かを検討し、２）最近国

内で増加傾向にある職業運転者（バス、タクシー、トラック）の健康起因性事故の原因

疾患を明らかにし、一過性意識消失が関与する報告例の割合を調査することである。 

 

３．研究の方法 

(1) 一過性意識消失を主訴に産業医科大学病院を受診した患者を対象に、VVS 疑い患

者に対する外来診察室で簡便に行える active standing 試験（診察室壁面を利用し

た立位負荷１０分間）による診断率を検討する。active standing 試験でも HUT

と同様の診断率が得られれば、医師に取って今後大きな負担軽減となることが期

待される。 

(2) 2015 年 1 月〜2017 年 12 月までの 3 年間で、全国 11 地方運輸局に報告された職



業運転者の健康起因性事故報告書を情報公開請求により収集し、健康起因性事故

の原因疾患、特に一過性意識消失や心臓突然死の発生頻度につき調査する。 

 

４．研究成果 

(1) 一過性意識消失を主訴に産業医科大学病院循環器内科を受診し、詳細な病歴聴取及び

心電図検査、心エコー検査等に異常を認めず基礎心疾患のないことを確認後、血管迷

走神経性失神（VVS）が疑われる患者 47 名に対して外来診察室で 10 分間の active 

standing 試験を行った。その結果、19名（40%）の患者において active standing 試

験で前兆を含めた同じ臨床症状を呈し陽性と判断した。これらの患者に対しては、VVS

の治療として生活指導（塩分摂取、Physical counter-pressure maneuver などの失神

回避法）及び患者が自宅の壁面を利用して行う起立調節訓練法（1 回 30 分間、1 日 2

回）による治療を開始した。１ヶ月後に訓練の経過表を持参させ確認したところ、全

例で３０分間の起立調節訓練が可能な状態となっており、訓練中には湿疹の再発は皆

無であった。これ等の患者においては、その後も 1日 1回の起立調節訓練を継続する

ように指導した。以上の結果から、VVS 疑い患者において外来での active standing

試験は感度は低い（40%）ものの、簡便に施行できることから臨床的に有用な検査法で

あると考えている。 

(2) 全国 11 運輸局からの情報公開請求による職業運転者の健康起因性事故の発生件数は

増加傾向にあり、2015 年 1月〜2017 年 12 月の 3年間で 815 件の報告例があった（バ

ス 448 件、タクシー158 件、トラック 207 件）。 

 

運転中の意識消失が 235 件（29%）、意識朦朧状態が 64件（8%）で運転中の意識状態の

変化が 37%に見られた。運転中の意識消失あるいは朦朧状態では、有意に車両事故が

多く発生していた。 

運転中の「意識状態の変化」
(n=815)

意識消失
235人(29%)

朦朧状態
64人(8%)

意識変化なし
462人(57%)

不明
47人(6%)



 

また、心臓突然死は 111 件（13.6%）に発生していたが、その原因は大血管疾患（動脈

瘤破裂や大動脈解離）が 29 件（27%）、心疾患が 47件（43%）であった。 

 

この心臓突然死は、業種別ではトラック運転者に多く見られた。 

 

以上より、職業運転者の健康起因性事故の原因疾患として、循環器疾患が細田で全体

の 25%を占め、次いで脳神経疾患が 17%、消化器疾患が 14%の順であった。運転者の死

亡は 815 件中 149 件（18%）に見られ、その内心臓突然死が 111 人（死亡の 74%、全体

の 17%）を占めた。また運転中に意識消失をきたしていた割合は 235 件（29%）に上っ

たことが判明した。 

 
 
 
 

意識消失
あり（n=233)

67%

3%

意識消失
なし(n=461)

100%

50%

事
故
の
有
無

運転中の「意識消失」の有無と「車両事故発生」との関係
（n=694)

P<0.0001

62%

意識朦朧
(n=63)

P=0.45

健康起因性事故に占める「心臓突然死」の割合と原因疾患
（n=815)

心臓突然死
111人(13.6%)

⼤ ⾎ 管疾患
29⼈ (27% )

⼼ 臓疾患
47⼈ (43% )

その他（ 分類不能）
33⼈ (30% )

心臓突然死 それ以外

バス
（n=448)

心臓突然死
6人（1.３％)

心臓突然死 それ以外

タ クシー
（n=158)

ト ラッ ク
（n=207)

心臓突然死
27人（17％) 心臓突然死

78人（38％)

心臓突然死 それ以外

「業種別」職業運転者の健康起因性事故と「心臓突然死」
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